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論文内容の要旨
臨界点近傍のスピンダイナミクスを，広範囲の周波数にわたる高周波帯磁率 x* (ω)の測定により研
究した。スピン系としてMn(CH3 COO)2 ・ 4H20 ， (CH3NH3)2CuC14 を取りあげた。臨界点近傍のスピン
ダイナミクスで最も基本的な現象である critica1 slowing down がMn(CH3 COO)2 ・ 4H2 0について
180MHz以上のX(ω)の転移点直上でのdipとして磁性体で初めて観測された。同物質の緩和時間の臨
界指数ムは， 0.06く ε<1(ê ニ=(T-TN )/ TN ， ε>O ， TNは反強磁性転移点)で1.30:!: 0.03 と求められた。
この値は同じ ε領域の静帯磁率の臨界指数γニ=1.53土 0.03よりも小さい。このことは Onsagerの現象論
的運動論係数L(:= xo/τ ， xo は静帯磁率， τは緩和時間)が非常に弱いけれど転移点 TN に近づくにつれ
て発散的増大をしていることを示している。またTN近傍でCo1e-Co1eフoロット図が半円から少しつぶ
れた Co1e-Co1e円孤へ移行するのが観測された。このつぶれ具合は吉光・松原の現象論で、TNでβ 二=0.9
として与えられる。 (ß:= 1 が半円) (CH3 NH3)2 CuC 14 についても 9_8MHz以上のX(ω) に dipが見出され
た。ムは0.003く ε く 0.05 に対して(ε ニ (T-Tc)/Tc ， Tcは強磁性転移点) 1.05土 0.05 と得られた。一方
yは0.05<ε く 0.3で1. 73 ， 0.003く ε く 0.05で1. 2( 2d Isingから 3d Isingへのクロスオーバー)である。
L がTcに向かつて明らかに増大している。 Lの増大は一様磁化に働くトルクの相関が発達していくこ
とを示す。また Co1e-C ole半円がつぶれるのがE く0.01で観測された(Tcでβ=0.9).β く 1 という実験結
果はpo1ydispersive re1axationと理解される。 (CH3 NH3 )2CU1_xCdxC14( xニ=0.08 ， 0.11) について
Co1e-Co1eフ。ロットをおこなったところ， Tc近傍でイiま周波測が異常につぶれる現象が見出された。 ω
ニコ O 近傍の Co1e-Co1e図より緩和関数の t→∞の漸近形がt- 1/ 2 であることが推測される。また Tc 近
傍での外部磁場下の τの振舞をH，.， Hll の場合について調べた。 H を第二容易軸方向にかけた時に容易
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軸方向の緩和が急激な変化を受けることが見出された。
論文の審査結果の要旨
本論文は磁性体の二次相転移臨界点、における磁気スピンのダイナミックスについて広範囲の周波数
にわたる高周波帯磁率の精密な測定を通じて新しい知見を加えたものである。まず臨界点直上におけ
る運動のスローイングダウンをその分散吸収曲線の測定から磁気スピンについてはじめて直接的に検
出することに成功した。 ぷ料とした Mn塩および~Cu塩においてこの臨界緩和の転移点に向う温度係数
と静的帯儲率のそれとの比較から臨界的に向って運動のトルクも又発散していることを実験的に明か
にした。臨界点近傍では緩和の様相が単一分散から多分散的に移行することを実験的に示したことも
重要な寄与である。混合希釈系試料に実験を拡張してその結果が不均質試料系にむける多分散緩和機
構についての理論的解析と比較して定性的によく理解されることを示した。以上の内容は博士論文と
して価値あるものと I認められる。
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